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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
  
商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 2019年３月25日まで（1999年３月24日設定）

運用方針 

主として、マザーファンドを通じて、わが国の
株式の中から「企業の成長性」に着目して厳選
した「35銘柄」に主に投資します。銘柄選定は、
個別企業訪問等を通じ分析するボトム・アッ
プ・アプローチにより行います。マザーファン
ド受益証券の組入比率は高位を維持すること
を基本とします。東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）
をベンチマークとし、これを上回る投資成果
をめざします。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

日本株オープン「３５」マザー
ファンド受益証券を主要投資対
象とします。このほか、当ファン
ドで直接投資することがあります。

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の株式を主要投資対象と
します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割合は、
信託財産の純資産総額の30％以
下とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資割合は、信託
財産の純資産総額の30％以下と
します。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して、委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には、分配を行わな
いことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」

の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ  
日本株オープン「３５」 

 

 
 

第17期（決算日：2016年３月23日） 
 

 
 
 
 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ 日本株オープン「３５」」

は、去る３月23日に第17期の決算を行いました。ここ

に謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

三菱ＵＦＪ投信株式会社は2015年７月１日に国際
投信投資顧問株式会社と合併し、「三菱ＵＦＪ国際
投信株式会社」となりました。 
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三菱ＵＦＪ 日本株オープン「３５」

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

（ＴＯＰＩＸ）
期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

13期(2012年３月23日) 5,937 0 △  3.5 852.53 △  1.0 95.3 － 4,314

14期(2013年３月25日) 7,380 0 24.3 1,047.29  22.8 96.7 － 4,765

15期(2014年３月24日) 8,556 0 15.9 1,163.04  11.1 97.2 － 4,730

16期(2015年３月23日) 10,810 600 33.4 1,592.25 36.9 96.9 － 5,009

17期(2016年３月23日) 9,961 0 △ 7.9 1,364.20 △14.3 97.0 － 4,106
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、東京証券取引所第一部に上場する内国普通株式全銘柄を対象として算出した指数で、わが国の株式

市場全体の値動きを表す代表的な株価指数です。ＴＯＰＩＸに関する知的財産権その他一切の権利は東京証券取引所に帰属します。東

京証券取引所は、ＴＯＰＩＸの指数値及びそこに含まれるデータの正確性、完全性を保証するものではありません。東京証券取引所は、

ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の停止またはＴＯＰＩＸの商標の変更もしくは使用の停

止を行う権利を有しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 日本株オープン「３５」

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式
先 物 比 率 騰 落 率 （ＴＯＰＩＸ） 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2015年３月23日 10,810 － 1,592.25 － 96.9 －

３月末 10,655 △ 1.4 1,543.11 △ 3.1 95.3 －

４月末 10,887 0.7 1,592.79 0.0 95.7 －

５月末 11,507 6.4 1,673.65 5.1 97.0 －

６月末 11,423 5.7 1,630.40 2.4 97.4 －

７月末 11,629 7.6 1,659.52 4.2 97.7 －

８月末 10,684 △ 1.2 1,537.05 △ 3.5 97.9 －

９月末 9,944 △ 8.0 1,411.16 △11.4 97.0 －

10月末 11,053 2.2 1,558.20 △ 2.1 96.7 －

11月末 11,260 4.2 1,580.25 △ 0.8 95.5 －

12月末 11,148 3.1 1,547.30 △ 2.8 97.8 －

2016年１月末 10,099 △ 6.6 1,432.07 △10.1 97.6 －

２月末 9,158 △15.3 1,297.85 △18.5 97.8 －

(期  末)   

2016年３月23日 9,961 △ 7.9 1,364.20 △14.3 97.0 －
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 日本株オープン「３５」

○１万口当たりの費用明細 (2015年３月24日～2016年３月23日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 175  1.620 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） ( 82)  (0.756) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 82)  (0.756) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 12)  (0.108) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

（b） 売 買 委 託 手 数 料 15   0.138  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 （ 株  式 ） ( 15)  (0.138)  

（c） そ の 他 費 用 0   0.003  (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 合 計 190   1.761   

期中の平均基準価額は、10,787円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2015年３月24日～2016年３月23日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
日本株オープン「３５」マザーファンド 102,857 191,783 433,524 841,925

 
 
 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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三菱ＵＦＪ 日本株オープン「３５」

○株式売買比率 (2015年３月24日～2016年３月23日) 

 

項 目 
当 期 

日本株オープン「３５」マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,365,337千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 6,744,477千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.38  
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2015年３月24日～2016年３月23日) 

 

＜三菱ＵＦＪ 日本株オープン「３５」＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本株オープン「３５」マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 3,972 777 19.6 5,392 1,407 26.1

平均保有割合 68.0%   
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜日本株オープン「３５」マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円
株式 113 272 351 

 
 
 

 

＜日本株オープン「３５」マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円
株式 5

 
 
 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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三菱ＵＦＪ 日本株オープン「３５」

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 6,494千円
うち利害関係人への支払額（B） 1,493千円

（B）／（A） 23.0％  
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、アコム、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2016年３月23日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

日本株オープン「３５」マザーファンド 2,646,451 2,315,783 4,097,315
 
 
 

マザーファンドの組入資産の明細につきましては、マザーファンド頁をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2016年３月23日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

日本株オープン「３５」マザーファンド 4,097,315 98.8

コール・ローン等、その他 49,016 1.2

投資信託財産総額 4,146,331 100.0
 
 
 

 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ 日本株オープン「３５」

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2016年３月23日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 4,146,331,804  

 コール・ローン等 44,507,122  

 日本株オープン「３５」マザーファンド(評価額) 4,097,315,992  

 未収入金 4,508,690  

(B) 負債 39,704,428  

 未払解約金 4,456,265  

 未払信託報酬 35,187,239  

 その他未払費用 60,924  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,106,627,376  

 元本 4,122,808,817  

 次期繰越損益金 △   16,181,441  

(D) 受益権総口数 4,122,808,817口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,961円

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 4,634,391,109円 

期中追加設定元本額 205,813,279円 

期中一部解約元本額 717,395,571円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.9961円です。 

○損益の状況 (2015年３月24日～2016年３月23日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 16,263  

 受取利息 16,263  

(B) 有価証券売買損益 △  273,772,627  

 売買益 39,580,916  

 売買損 △  313,353,543  

(C) 信託報酬等 △   75,983,561  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  349,739,925  

(E) 前期繰越損益金 △  400,099,694  

(F) 追加信託差損益金 733,658,178  

 (配当等相当額) (  1,423,291,326) 

 (売買損益相当額) (△  689,633,148) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △   16,181,441  

(H) 収益分配金 0  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △   16,181,441  

 追加信託差損益金 733,658,178  

 (配当等相当額) (  1,424,491,216) 

 (売買損益相当額) (△  690,833,038) 

 分配準備積立金 310,794,080  

 繰越損益金 △1,060,633,699  
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は16,181,441円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2015年３月24日～ 
2016年３月23日 

費用控除後の配当等収益額 －円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円

収益調整金額 1,424,491,216円

分配準備積立金額 310,794,080円

当ファンドの分配対象収益額 1,735,285,296円

１万口当たり収益分配対象額 4,208円

１万口当たり分配金額 －円

収益分配金金額 －円
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三菱ＵＦＪ 日本株オープン「３５」

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①2015年７月１日に国際投信投資顧問株式会社と合併し、商号を三菱ＵＦＪ国際投信株式会社へ変更し、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2015年７月１日） 

②2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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日本株オープン「３５」マザーファンド968334 

日本株オープン「３５」マザーファンド 

《第15期》決算日2016年３月23日 

[計算期間：2015年３月24日～2016年３月23日] 

「日本株オープン「３５」マザーファンド」は、３月23日に第15期の決算を行いました。 

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第15期の運用状況をご報告申し上げます。 
 

運 用 方 針 

国内の上場株式、店頭登録株式を主たる投資対象とし、個別企業訪問等によるボトム・
アップ・アプローチをベースとしたアクティブ運用を行います。東証株価指数

（ＴＯＰＩＸ）をベンチマークとし、これを上回る投資成果をめざします。主として、
委託会社が厳選した「35銘柄」に投資します。投資対象を「35銘柄」に絞ることで、銘
柄のフォローを徹底し、集中投資効果を図ります。なお、市場動向等によっては、限定
された範囲内で、委託会社が継続的にフォローしている銘柄群に投資することがあります。

主 要 運 用 対 象 わが国の株式を主要投資対象とします。 

主 な 組 入 制 限 
株式への投資割合に制限を設けません。外貨建資産への投資割合は、信託財産の純資産
総額の30％以下とします。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数

株   式
組 入 比 率

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額 

期 中
騰 落 率

（ＴＯＰＩＸ）
期 中
騰 落 率

 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

11期(2012年３月23日) 9,375 △ 2.0 852.53 △ 1.0 95.5 － 9,394

12期(2013年３月25日) 11,844 26.3 1,047.29 22.8 96.6 － 9,927

13期(2014年３月24日) 13,945 17.7 1,163.04 11.1 97.3 － 8,128

14期(2015年３月23日) 18,911 35.6 1,592.25 36.9 97.0 － 7,784

15期(2016年３月23日) 17,693 △ 6.4 1,364.20 △14.3 97.2 － 5,817
 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、東京証券取引所第一部に上場する内国普通株式全銘柄を対象として算出した指数で、わが国の株式

市場全体の値動きを表す代表的な株価指数です。ＴＯＰＩＸに関する知的財産権その他一切の権利は東京証券取引所に帰属します。東

京証券取引所は、ＴＯＰＩＸの指数値及びそこに含まれるデータの正確性、完全性を保証するものではありません。東京証券取引所は、

ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の停止またはＴＯＰＩＸの商標の変更もしくは使用の停

止を行う権利を有しています。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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日本株オープン「３５」マザーファンド

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式
先 物 比 率 騰 落 率 （ＴＯＰＩＸ） 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2015年３月23日 18,911 － 1,592.25 － 97.0 －

３月末 18,644 △ 1.4 1,543.11 △ 3.1 95.5 －

４月末 19,076 0.9 1,592.79 0.0 95.7 －

５月末 20,190 6.8 1,673.65 5.1 97.0 －

６月末 20,069 6.1 1,630.40 2.4 97.5 －

７月末 20,458 8.2 1,659.52 4.2 97.7 －

８月末 18,817 △ 0.5 1,537.05 △ 3.5 98.1 －

９月末 17,534 △ 7.3 1,411.16 △11.4 97.3 －

10月末 19,520 3.2 1,558.20 △ 2.1 96.9 －

11月末 19,912 5.3 1,580.25 △ 0.8 95.7 －

12月末 19,741 4.4 1,547.30 △ 2.8 98.0 －

2016年１月末 17,900 △ 5.3 1,432.07 △10.1 97.8 －

２月末 16,248 △14.1 1,297.85 △18.5 98.0 －

(期  末)   

2016年３月23日 17,693 △ 6.4 1,364.20 △14.3 97.2 －
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は期首に比べ6.4％の下落となりました。 

 

◎ベンチマークとの差異 
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率

（－14.3％）を7.9％上回りました。 

 

  
（注） ベンチマークは期首の値をファンド基準価額と同一になるよ

う指数化しています。 
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日本株オープン「３５」マザーファンド

●投資環境について 

◎国内株式市況 
・期首より2015年５月末ごろまでは、日本の年金

資金が国内株式市場へ流入するとの期待や企業

業績への期待などを背景に上昇しました。 

・６月上旬から８月上旬にかけては、円安・ドル

高の定着に伴う企業業績の改善期待とギリシャ

の債務問題に対する不透明感や中国の株価指数

が急落したことなどへの懸念が交錯し、一進一

退の動きとなりました。 

・８月中旬から９月末にかけては、中国による人

民元の対ドル中心レート切り下げをきっかけに

中国経済の先行き不透明感が警戒されたことや

米国の金融政策をめぐる不透明感などから下落

しました。 

・10月上旬から11月下旬にかけては、売られすぎ

た反動や欧州で追加金融緩和期待が高まったこ

とおよび、中国経済への過度な悲観論が一旦後

退したことなどにより、上昇しました。 

・12月上旬から2016年２月上旬にかけては、原油

市況の下落に伴う産油国の財政悪化リスク、米

国経済や中国経済をはじめとする世界経済への

懸念や円高・ドル安の進行などが嫌気され、下

落しました。 

・２月中旬から期末にかけては、原油市況が反発

の動きを見せたことや国内外の経済対策への期

待などから上昇しました。 

 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
・個別銘柄の選別においては、競争力の有無や収

益力向上への取り組みなどを重視し、中長期的

な成長期待が持てる企業として厳選した「35銘

柄」を中心に投資を行いました。 

・組入銘柄数は概ね40銘柄程度で推移させました。

コスト効率化への取り組みやコンテンツサービ

ス、金融・決済サービスなどのスマートライフ

領域の成長などに期待してＮＴＴドコモ、良好

な受注環境の下、工事利益率の改善が期待でき

ると判断した大林組などを新規に組み入れた一

方、不適切な会計処理問題の影響が懸念された

東芝、スマートフォン向けの需要動向が懸念さ

れた日本航空電子工業などを全株売却しました。

期首、期末時点の比較では12銘柄を新規に買い

付け、12銘柄を全株売却しました。 

 

●当該投資信託のベンチマークとの差異について 
・基準価額は、ベンチマークである東証株価指数

（ＴＯＰＩＸ）の14.3％の下落と比べて、7.9％

のアウトパフォーム（運用成果が上回る）とな

りました。 

・当期の運用成果は個別銘柄選択の結果として電

気機器をベンチマーク比オーバーウェイト（投

資比率を基準となる配分比率より多くすること）

としていたことや陸運業をベンチマーク比アン

ダーウェイト（投資比率を基準となる配分比率

より少なくすること）としていたことなどがマ

イナスに影響し、業種配分効果はマイナスとな

りました。銘柄選択効果はペプチドリームや小

野薬品工業などが寄与してプラスとなり、トー

タルでベンチマークを上回りました。 

・特に、寄与、影響が大きかったのは以下の通り

です。 

 

（プラス要因） 

◎銘柄 
・小野薬品工業：オプジーボなどの抗体医薬品を

含む抗がん剤などが今後の同社の成長を牽引す

ることに期待し、期首よりベンチマーク比オー

バーウェイト。オプジーボへの期待が高まった

こともあり、プラスに寄与。 

・ペプチドリーム：独自の創薬開発プラット

フォームシステムを用いた「特殊ペプチド」に

よる創薬研究開発を行っており、高い成長が期

待できると判断し期中に買い付け、ベンチマー

ク比オーバーウェイト。国内外の製薬企業との

共同研究開発活動が進捗している事などが評価

され、プラスに寄与。 
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日本株オープン「３５」マザーファンド

（マイナス要因） 

◎銘柄 
・ホットランド：主力ブランドの築地銀だこの成

長や主原料であるたこの調達価格の低減などに

期待し、期首よりベンチマーク比オーバーウェ

イト。新規業態の立ち上げや開発に伴うコスト

増などが嫌気され、マイナスに影響。期中に全

株売却。 

・日本航空電子工業：環境・安全規制の強化に伴

う自動車の電装化の流れの中で成長が期待でき

ると判断し、期首よりベンチマーク比オーバー

ウェイト。同社が注力している分野の一つであ

る携帯機器市場において、需要動向に不透明感

が高まったことなどが嫌気され、マイナスに影

響。期中に全株売却。 

 

○今後の運用方針 
◎運用環境の見通し 
・米国経済や中国経済をはじめとする世界経済へ

の懸念や円高・ドル安の進行、不安定な原油市

況の動向などが嫌気され、株式市況は下落しま

したが、これらの要因は引き続き懸念材料とし

て注視する必要があると考えます。一方で、バ

リュエーション（投資価値基準）面などから見

て、悪材料はかなり株価に織り込まれつつある

と考えています。加えて、日本のような資源の

輸入国にとって原油安はメリットも大きいと判

断していることや日欧で積極的な金融緩和が継

続している事などから、中期的には株式市況は

緩やかに回復に向かうと考えています。 

 

◎今後の運用方針 
・個別銘柄の選別においては、競争力の有無、収

益力向上への取り組みなどを重視しています。

今後公表される2016年度会社計画の内容なども

勘案しながら、マネジメント力、バリュエーショ

ン、中長期的な成長や収益力改善のためにどの

ような施策に取り組んでいるのかなどを精査し、

競争力があり、中長期的な成長期待が持てる企

業を中心に銘柄選別を行っていく方針です。

 

 

 

 

  

― 16 ―

04_625577_添付ファンド 【同日】.indd   16 2016/05/12   15:44:45



品 名：90003_968334_015_03_日本株オープン「３５」マザーファンド_625578.docx 

日 時：2016/4/14 14:27:00 

ページ：5 

 

 

― 5 ― 

日本株オープン「３５」マザーファンド

○１万口当たりの費用明細 (2015年３月24日～2016年３月23日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 売 買 委 託 手 数 料 26  0.138 (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 （ 株  式 ） (26)  (0.138)  

 合 計 26   0.138   

期中の平均基準価額は、19,009円です。  

 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2015年３月24日～2016年３月23日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 1,716 3,972,674 3,203 5,392,662 
 (  187) (       －)

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） ( )内は株式分割・増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

○株式売買比率 (2015年３月24日～2016年３月23日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 9,365,337千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 6,744,477千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.38  
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

株式 
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日本株オープン「３５」マザーファンド

○利害関係人との取引状況等 (2015年３月24日～2016年３月23日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 3,972 777 19.6 5,392 1,407 26.1

 
 
 

 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円
株式 113 272 351 

 
 
 

 

種     類 買 付 額 

 百万円
株式 5

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 9,560千円
うち利害関係人への支払額（B） 2,194千円

（B）／（A） 23.0％  
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、アコム、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 
 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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日本株オープン「３５」マザーファンド

○組入資産の明細 (2016年３月23日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

建設業（3.6％）  

大成建設 292 － －

大林組 － 177 202,665

食料品（2.0％）  

アリアケジャパン 28 17.5 114,975

化学（1.0％）  

日東電工 22.3 8.3 55,767

医薬品（5.2％）  

小野薬品工業 12.3 6.3 144,679

ペプチドリーム － 25 146,750

ゴム製品（2.1％）  

ブリヂストン 33.1 29 119,306

鉄鋼（－％）  

新日鐵住金 389 － －

機械（2.2％）  

ＳＭＣ 4.6 4.8 125,400

ＴＰＲ 60.7 － －

電気機器（14.7％）  

日立製作所 193 80 41,824

東芝 386 － －

日本電産 23.2 20.6 165,912

オムロン 33.1 － －

ソニー 55.4 61.7 179,547

アルプス電気 77.6 59.1 120,032

日本航空電子工業 67 － －

キーエンス 1.4 2.4 144,240

村田製作所 12 12.9 182,083

輸送用機器（10.1％）  

デンソー 32.6 24.5 109,000

トヨタ自動車 56.9 43.2 263,779

マツダ 81.1 85.5 144,837

本田技研工業 18.7 － －

ヤマハ発動機 － 28.8 51,379

その他製品（1.9％）  

フジシールインターナショナル － 27.2 106,216

情報・通信業（9.7％）  

ＫＤＤＩ 23.7 49.7 154,567

ＮＴＴドコモ － 61.4 159,701

スクウェア・エニックス・ホールディングス － 47.9 141,113 

 
銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

ソフトバンクグループ 22.5 16.3 91,345

卸売業（9.9％）   

ガリバーインターナショナル 121 124.2 159,597

三井物産 119 － －

日立ハイテクノロジーズ 46.1 35.3 109,959

三菱商事 － 90.2 180,535

ミスミグループ本社 25.9 68.9 110,997

小売業（7.0％）   

ジェイアイエヌ 33.9 － －

スタートトゥデイ － 33.8 152,438

ホットランド 23 － －

クスリのアオキ 17 16.7 103,206

ニトリホールディングス 10.4 14.7 141,708

銀行業（7.0％）   

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 515.2 409.2 223,586

三井住友フィナンシャルグループ 33.9 48.9 175,013

証券、商品先物取引業（1.9％）   

野村ホールディングス 269 211 108,918

保険業（4.8％）   

アニコム ホールディングス － 34.6 99,267

東京海上ホールディングス 45.3 43.9 170,419

その他金融業（5.2％）   

イオンフィナンシャルサービス － 15.1 41,600

アコム 349 230 127,420

オリックス 110.2 76.7 122,835

不動産業（3.4％）   

三井不動産 87 69 193,027

サービス業（8.3％）   

テンプホールディングス 43.1 84.4 131,579

アウトソーシング － 34.4 123,152

リロ・ホールディング 12.4 7 100,660

エイチ・アイ・エス 30.3 － －

共立メンテナンス － 12.7 114,681

カナモト 31.8 － －

合 計
株 数 ・ 金 額 3,849 2,549 5,655,723

銘柄数＜比率＞ 42 42 ＜97.2％＞
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 評価額欄の< >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 
 

国内株式 
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日本株オープン「３５」マザーファンド

○投資信託財産の構成 (2016年３月23日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

株式 5,655,723 97.0

コール・ローン等、その他 175,649 3.0

投資信託財産総額 5,831,372 100.0
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2016年３月23日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 5,831,372,739  

 コール・ローン等 119,693,959  

 株式(評価額) 5,655,723,830  

 未収入金 49,467,500  

 未収配当金 6,487,450  

(B) 負債 14,292,437  

 未払金 9,782,719  

 未払解約金 4,509,718  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 5,817,080,302  

 元本 3,287,842,671  

 次期繰越損益金 2,529,237,631  

(D) 受益権総口数 3,287,842,671口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,693円
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 4,116,073,338円 

期中追加設定元本額 130,998,431円 

期中一部解約元本額 959,229,098円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.7693円です。 

○損益の状況 (2015年３月24日～2016年３月23日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 107,862,885  

 受取配当金 107,762,633  

 受取利息 98,617  

 その他収益金 1,635  

(B) 有価証券売買損益 △  477,104,325  

 売買益 852,416,034  

 売買損 △1,329,520,359  

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △  369,241,440  

(D) 前期繰越損益金 3,667,978,404  

(E) 追加信託差損益金 109,094,631  

(F) 解約差損益金 △  878,593,964  

(G) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,529,237,631  

 次期繰越損益金(Ｇ) 2,529,237,631  
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） (F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額

を差し引いた差額分をいいます。 

 

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額） 

三菱ＵＦＪ 日本株オープン「３５」 2,315,783,639円 

三菱ＵＦＪ 日本株オープン「３５」ＶＡ 934,447,064円 

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞日本株オープン「３５」 37,611,968円 

合計 3,287,842,671円 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2015年７月１日に国際投信投資顧問株式会社と合併し、商号を三菱ＵＦＪ国際投信株式会社へ変更し、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2015年７月１日） 
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